
高齢者の薬との付き合い方
福井勝山総合病院
院長補佐兼呼吸器内科部長　小澤 眞二

　
高
齢
に
な
る
と
複
数
の
病
気
を
持
つ

人
が
多
く
な
り
、
病
気
の
数
だ
け
処
方

さ
れ
る
薬
も
多
く
な
り
ま
す
。
体
の
中

に
入
っ
た
薬
は
肝
臓
で
代
謝
分
解
さ
れ

た
り
、
腎
臓
か
ら
排
泄
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
高
齢
に
な
る
と
肝
臓
や
腎

臓
の
機
能
が
老
化
し
て
能
力
が
落
ち
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
薬
の
分
解
や
排
泄

ま
で
の
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
薬

が
効
き
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
日
本
老
年
医
学
会
な
ど
は
、
高
齢
者

の
薬
の
付
き
合
い
方
と
し
て
下
欄
の
よ

う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
か
ら
自
分
の
飲
ん
で
い
る
薬

に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
、
高
齢
者
で
は
家
族
や
ま
わ
り
の

人
が
い
っ
し
ょ
に
管
理
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

薬
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

①�

薬
を
飲
み
忘
れ
た
り
、
勝
手
に
や

め
る
こ
と
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
非

常
に
多
い
の
で
、
自
己
判
断
に
よ

る
薬
の
中
断
は
絶
対
に
避
け
ま

し
ょ
う
。

②�

病
気
ご
と
に
異
な
る
医
療
機
関
に

か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
薬
が
重

複
し
た
り
増
え
過
ぎ
な
い
よ
う
、

使
っ
て
い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師

に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
市
販
薬
も
含

め
て
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

③�

医
療
機
関
は
病
気
や
健
康
状
態
を

診
て
も
ら
う
と
こ
ろ
で
、
薬
を
も

ら
い
に
行
く
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④�

加
齢
と
と
も
に
体
の
状
態
、
薬
の

効
き
方
が
変
化
す
る
の
で
、
高
齢

者
に
は
高
齢
者
に
適
し
た
処
方
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
体
は
若
い
頃
と

同
じ
だ
と
は
思
わ
な
い
こ
と
が
大

事
で
す
。

⑤�

薬
は
優
先
順
位
を
考
え
て
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
薬
の
量
と
数

に
つ
い
て
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

鹿
谷
小
学
校

　

鹿
谷
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
ま
で
に
、

こ
の
地
域
に
は
4
つ
の
小
学
校
が
設
立
さ

れ
た
。
明
治
６
年（
1
8
7
3
）、
矢
戸
口

（
後
に
本
郷
に
移
転
）に
鹿ろ
っ
け
い渓
小
学
校
が
最

も
早
く
設
立
さ
れ
た
。
校
区
は
矢
戸
口
、

西
光
寺
、
北
西
俣
、
本
郷
、
東
遅
羽
口
、

西
遅
羽
口
、杉
俣
の
七
区
で
あ
っ
た
。翌
々

年
の
同
9
年
に
前
記
の
西
光
寺
、
北
西
俣

が
分
か
れ
北
西
俣
に
西
俣
小
学
校
が
出
来

た
が
、
17
年
に
再
度
鹿
溪
小
学
校
に
復
帰

し
て
い
る
。

　

明
治
8
年
に
は
保
田
に
甲こ
う
え
ん淵
小
学
校

が
、
保
田
・
志
田
・
発
坂
の
３
区
で
設
立

さ
れ
た
。
し
か
し
13
年
に
志
田
に
志
田
・

発
坂
の
2
区
で
若
宮
小
学
校
が
設
立
さ
れ

た
が
、
こ
れ
も
18
年
に
は
甲
淵
小
学
校
に

復
帰
し
て
い
る
。

　
大
正
3
年（
1
9
1
4
）に
な
り
上
記
の

学
校
は
一
本
化
さ
れ
鹿
谷
小
学
校
と
な

る
。
本
郷
に
あ
っ
た
鹿
溪
小
学
校
に
甲
淵

小
学
校
が
合
併
す
る
形
で
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
22
年（
1
9
4
7
）の
新
学
制
に
と
も

な
い
本
郷
に
鹿
谷
小
学
校
が
、
同
年
、
同

区
に
鹿
谷
中
学
校
も
設
立
さ
れ
た
。な
お
、

鹿
谷
中
学
校
は
同
31
年
で
幕
を
閉
じ
、
翌

年
、
荒
土
町
伊
波
に
北
郷
・
鹿
谷
・
荒
土

の
３
中
学
が
合
併
し
北
部
中
学
校
が
設
立

さ
れ
た
。

　
小
学
校
に
話
を
戻
し
、
明
治
9
年
、
10

年
の
鹿
溪
小
学
校
と
甲
淵
小
学
校
の
学
齢

児
童
数
を
参
考
ま
で
に
紹
介
す
る
。

　

鹿
溪
小
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
1
9
3
人

（
男
97
・
女
96
）、
2
1
8
人（
男
1
1
5
・

女
1
0
3
）、
甲
淵
小
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ

1
9
6
人（
男
1
0
4
・
女
92
）、
2
2
1

人（
男
1
0
3
・
女
1
1
8
）で
あ
っ
た
。

　
令
和
4
年（
2
0
2
2
）現
在
の
鹿
谷
小

学
校
の
在
校
生
は
63
人
で
す
。
写
真
は
第

15
回
高
等
科

卒
業
生
と
あ

り
、
昭
和
3

年
と
思
わ
れ

ま
す
。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

�
市
史
編
纂
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山
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一
歩
目

　
探
究
は
対
話
と
越
境

①
生
徒
と
の「
対
話
」

　
「
探
究
」
を
辞
書
的
に
言
う
と
「
答

え
が
な
い
物
事
へ
の
追
求
」。
答
え

は
一
つ
で
は
な
い
か
ら
や
り
方
は
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
当
た
り
前
、だ
か
ら
、

誰
か
の
一
番
を
見
つ
け
て
い
く
。
そ

し
て
、
そ
の
答
え
を
言
葉
に
し
て
伝

え
、
共
感
を
得
る
こ
と
で
、
確
か
ら

し
い
答
え
を
導
い
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
最
も

力
が
試
さ
れ
る
場
面
が
、
学
生
と
の

探
究
課
題
に
関
す
る
対
話
で
す
。（
前

提
と
し
て
、
勝
山
高
校
の
探
究
は
個

人
で
テ
ー
マ
設
定
す
る
形
式
で
す
）

　
ま
ず
、
テ
ー
マ
設
定
の
動
機
、
目

指
し
た
い
世
界
観
、
既
に
得
ら
れ
た

情
報
を
聞
き
取
り
ま
す
。
そ
し
て
、

話
の
構
造
を
整
理
し
、
次
に
行
う
べ

き
行
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
感
的
に

伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
対
話
で
頭
の
中
が
整
理
さ

れ
て
い
く
と
、
暗
雲
が
晴
れ
た
よ

う
な
安
心
し
た
表
情
を
返
し
て
も

ら
え
ま
す
。（
私
は
話
の
整
理
に

徹
し
、
答
え
は
生
徒
自
身
で
見
つ

け
て
い
き
ま
す
）

②
生
徒
に「
越
境
経
験
」

　

も
う
ひ
と
つ
、
探
究
で
大
切
に
し

た
い
事
と
し
て「
経
験
値
」が
あ
り
ま

す
。
誰
だ
っ
て「
や
っ
た
こ
と
無
い
か

ら
ワ
カ
ラ
ナ
イ
」の
は
当
然
。
一
歩
目

を
踏
み
出
す
経
験
値
を
得
る
こ
と
で
、

ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
い
く
た
め
の
マ

イ
ン
ド
を
鍛
え
て
い
く
。
専
門
的
な

言
葉
で
は
、
自
分
の
枠
を
超
え
て
挑

戦
す
る『
越
境
経
験
』で
す
。

　
今
回
話
題
に
し
た「
対
話
」と「
越

境
」
の
機
会
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

も
ご
協
力
を
賜
る
場
面
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
勝
山
の

未
来
の
人
材
を
育
成
す
る
つ
も
り
で

お
付
き
合

い
い
た
だ

け
ま
し
た

ら
幸
い
で

す
。

❻

地域おこし協力隊
永
な が の

野　龍
りゅうすけ

典さん

勝高生との対話風景

薬
の
付
き
合
い
方

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
秋　
勝
高
生
が
活
躍

福
井
県
高
等
学
校
新
人
大
会

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】
男
子
学
校
対
抗
▼
準

優
勝（
☆
）、
女
子
学
校
対
抗
▼
準
優
勝（
☆
）、

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▼
準
優
勝 

工
谷
羽
音

（
☆
）、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
準
優
勝 

工
谷
羽

音
・
金
山
璃
子
ペ
ア（
☆
）

※�

☆
は
1
月
開
催
の
全
国
高
校
選
抜
大

会
北
信
越
予
選
会（
富
山
県
）に
出
場

【
陸
上
競
技
部
】女
子
総
合
▼
第
３
位
、
女

子
1
0
0
ｍ
▼
第
１
位 

木
下
ゆ
き
、
女

子
2
0
0
ｍ
▼
第
１
位 

木
下
ゆ
き
、 

第

３
位 

牧
野
樹
理
、
男
子
や
り
投
▼
第
３

位 

渡
敦
郎
、
女
子
や
り
投
▼
準
優
勝 

松

田
美
優
（
北
信
越
新
人
大
会 

準
優
勝
）、

女
子
４
×
1
0
0
ｍ
▼
第
３
位 

高
野
愛

音・木
下
ゆ
き・齋
藤
菜
々
美・牧
野
樹
理
、

女
子
４
×
4
0
0
ｍ
▼
第
３
位 

木
下
ゆ

き・齋
藤
菜
々
美・山
口
優
月・牧
野
樹
理

【
女
子
テ
ニ
ス
部
】
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
第

３
位 

滝
本
莉
佳
・
滝
本
莉
彩
ペ
ア

【
弓
道
部
】
個
人
女
子
▼
第
３
位 

吉
田
さ

ゆ
り

第
77
回
国
民
体
育
大
会

女
子
４
×
1
0
0
ｍ
▼
準
決
勝
進
出 

木

下
ゆ
き

�

福
井
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

郷
土
芸
能
部
門

【
日
本
文
化
部
】最
優
秀
賞

※�

来
年
開
催
の
全
国
高

校
総
文
（
鹿
児
島
県
）

に
福
井
県
代
表
と
し
て
出
場
決
定

�

福
井
県
総
合
美
術
展

【
芸
術
部
】
日
本
画
部
門
▼
福
井
県
高
文

連
賞
入
賞 

横
山
結
香
、
絵
画
造
形
部
門

▼
入
選 

平
瀬
咲
弥
、
吉
田
慎
之
介

こ
れ
か
ら
の
学
び
の
鍵「
探
究
」

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
探
究
の

授
業（
総
合
的
な
探
究
の
時
間
）で
は
、
１

年
生
が
先
の
見
え
な
い
社
会
を
生
き
抜
く

た
め
に
必
要
な
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
、
個
人
の
探
究
活
動
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
、
福
井
県
立
大
学
、
福

井
県
お
よ
び
勝
山
市
教
育
委
員
会
の
先

生
方
を
招
聘
し
て
、
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
効
果
的
な
情
報
収

集
の
た
め
、
福
井
新
聞

社
の
方
か
ら
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
手
法
の
講
義
を

受
け
ま
し
た
。

勝高ＨＰ

※�

前
回
（
野
向
小
学
校
）
の
記
事
で
、
牛
ケ
原
と
あ
る
の

は
牛
ケ
谷
の
間
違
い
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

全総予選ラウンドテーブル

鹿谷尋常小学校 第15回高等科卒業生
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